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沖
島
氏
は
「
３
Ｋ
（
き
つ

い
、
汚
い
、
危
険
）
の
イ
メ
ー

ジ
が
ま
だ
ま
だ
根
強
い
業
界
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
の
効
率
化
や
実

作
業
の
減
少
な
ど
で
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
た
い
。

ま
た
、
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
正
確
で

効
率
的
な
仕
事
に
は
経
験
が
必

要
。
人
材
育
成
の
面
で
も
活
用

し
た
い
」
と
話
す
。

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
行
政

の
発
注
業
務
は
入
札
制
度
が
基

本
の
た
め
、
「
入
札
は
低
価
格

を
競
う
制
度
で
、
契
約
期
間
中

は
料
金
改
定
も
で
き
な
い
」
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
は
定
期
的
な
シ
ス
テ
ム
投

資
、
人
材
育
成
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
遇
改
善
が
不
可
欠
で
あ

り
、
入
札
制
度
が
原
資
確
保
の

壁
と
な
っ
て
い
る
。

（
小
林
大
樹
）

に
検
知
し
対
応
で
き
る
。
ま

た
、
業
務
の
効
率
化
で
、
人
手

不
足
対
策
や
休
暇
取
得
率
の
向

上
、
新
人
の
業
務
習
得
に
も
つ

な
が
る
」
と
強
調
す
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
る
か
な
ど

不
安
も
あ
り
、
少
な
い
車
両
か

ら
試
験
導
入
を
始
め
た
が
、
現

在
は
本
格
的
な
運
用
を
進
め
て

い
る
。
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ

な
ど
の
運
転
動
作
を
検
知
す
る

「
Ｗ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
を
搭
載
し
た
車
両

も
あ
り
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

に
役
立
て
て
い
る
。

24
年
４
月
に
は
、
現
在
手
掛

け
て
い
る
麻
生
・
多
摩
地
区
で

の
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
業
務
に
加

え
、
普
通
家
庭
ご
み
の
回
収
業

務
に
も
運
用
を
拡
大
す
る
予
定

だ
。

る
。
収
集
場
所
の
通
過
時
間
も

自
動
で
記
録
さ
れ
、
他
車
両
の

回
収
状
況
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

確
認
で
き
る
た
め
、
車
両
間
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
業
務
の
平
準
化

も
可
能
に
す
る
。

川
崎
北
部
市
場
運
送
サ
ー
ビ

ス
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
車

両
積
載
量
や
運
搬
回
数
の
効
率

化
、
乗
務
員
が
遅
れ
て
い
る
他

車
両
を
確
認
し
自
発
的
な
ア
シ

ス
ト
も
行
う
な
ど
の
効
果
が
見

ら
れ
た
。

営
業
開
発
の
沖
島
和
徳
氏
は

「
こ
れ
ま
で
は
、
紙
の
地
図
や

運
転
者
の
記
憶
に
頼
っ
て
の
運

行
な
ど
、
非
効
率
な
部
分
が
あ

っ
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
、

全
て
の
乗
務
員
が
ル
ー
ト
情
報

を
素
早
く
参
照
で
き
、
通
過
記

録
な
ど
の
デ
ー
タ
に
い
つ
で
も

ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
た
。
回

収
を
忘
れ
た
ポ
イ
ン
ト
も
即
座

業
者
30
社
の
共
同
出
資
で
１
９

８
２
年
に
設
立
。
川
崎
中
央
卸

売
市
場
北
部
市
場
（
同
区
）
の

開
設
を
機
に
、
川
崎
市
か
ら
の

要
請
で
運
送
や
市
場
内
荷
役
な

ど
を
担
う
目
的
で
立
ち
上
げ
ら

れ
た
。
現
在
は
一
般
貨
物
の
配

送
や
倉
庫
管
理
、
廃
棄
物
収
集

運
搬
に
加
え
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
や
警
備
業
な
ど
幅
広
い

事
業
を
展
開
す
る
。

２
０
２
２
年
９
月
に
は
、
小

田
急
電
鉄
が
開
発
し
た
ご
み
回

収
効
率
化
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
ｏ
ｏ

ｍ
ｓ
」
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
収
集
ル
ー

ト
や
回
収
状
況
の
管
理
を
開

始
。
乗
務
員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

ル
ー
ト
や
収
集
場
所
を
確
認
し

な
が
ら
回
収
業
務
を
行
っ
て
い

使
用
し
た
ル
ー
ト
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
い
る
麻
生
・
多
摩
地

区
の
資
源
物
回
収
業
務
は
、
川

崎
市
の
働
き
方
改
革
や

生
産
性
向
上
の
モ
デ
ル

事
業
に
も
採
択
さ
れ

た
。
４
月
か
ら
普
通
ご

み
回
収
業
務
に
も
運
用

を
拡
大
す
る
。

同
社
は
、
神
奈
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
旧
川

崎
地
区
支
部
の
運
送
事

【
神
奈
川
】
川
崎
北
部
市
場

運
送
サ
ー
ビ
ス
（
沖
島
由
二
郎

社
長
、
川
崎
市
宮
前
区
）
は
、

廃
棄
物
収
集
業
務
で
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
（
多
機
能
携
帯
端
末
）
を

良
俊
二
局
長
は
「
労
災
防
止
の

取
り
組
み
が
活
発
な
建
設
業
や

製
造
業
に
比
べ
、
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
陸
上
貨
物
運
送
事

業
な
ど
で
増
加
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
凍
結
路
面
で
の
転
倒
や

大
掃
除
で
の
墜
落
、
転
倒
へ
の

注
意
を
呼
び
掛
け
た
。
陸
災
防

埼
玉
県
支
部
の
猪
新
一
朗
次
長

は
、
Ｔ
Ｇ
Ｌ
特
別
教
育
の
ほ
か

に
会
員
へ
職
場
の
安
全
衛
生
自

主
点
検
表
を
配
布
し
、
労
災
防

止
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
宣

言
し
た
。

（
宮
崎
茉
里
奈
）

特
別
教
育
学
科
は
３
回
、
１
～

３
月
も
複
数
回
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

埼
労
局
に
よ
る
と
、
県
内
全

産
業
の
休
業
４
日
以
上
の
労
働

災
害
死
傷
者
数
は
近
年
、
増
加

傾
向
に
あ
り
、
22
年
は
１
９
９

８
年
以
降
で
過
去
最
多
の
７
１

０
８
人
だ
っ
た
。
陸
上
貨
物
運

送
事
業
の
労
災
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
22
年
は
08
年
比
32
・
８

％
増
の
１
３
９
０
人
に
な
っ

た
。12

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
無

災
害
運
動
の
決
起
式
で
、
久
知

学
科
４
時
間
、
実
技
２
時
間
が

必
要
だ
が
、
社
内
で
の
実
施
が

難
し
い
事
業
者
が
多
い
。

そ
こ
で
、
同
支
部
は
会
員
を

対
象
に
講
習
。
社
内
で
特
別
教

育
を
行
う
教
育
者
向
け
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
習
と
、

Ｔ
Ｇ
Ｌ
を
操
作
す
る
作
業
員
向

け
の
特
別
教
育
学
科
を
用
意
し

た
。
12
月
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
養
成
講
習
を
２
回
、
Ｔ
Ｇ
Ｌ

【
埼
玉
】
陸
上
貨
物
運
送
事

業
労
働
災
害
防
止
協
会
の
埼
玉

県
支
部(

瀬
山
豪
会
長)

は
、
埼

玉
労
働
局
が
実
施
す
る
埼
玉
年

末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
テ
ー
ル
ゲ

ー
ト
リ
フ
タ
ー(

Ｔ
Ｇ
Ｌ)

特
別

教
育
の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｇ
Ｌ
を
使
用
し
た
荷
役
作

業
は
２
月
か
ら
特
別
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
。

わ
ら
ず
の
人
手
不
足
の
中
で
労

働
時
間
の
規
制
が
始
ま
る
。
江

戸
川
支
部
は
３
３
０
社
の
会
員

を
擁
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
と
知

恵
を
出
し
合
い
、
課
題
を
解
決

し
た
い
。
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
き
る
支
部
運
営
を
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

（
沢
田
顕
嗣
）

引
越
安
心
マ
ー
ク
（
引
越
事
業

者
優
良
認
定
）
を
取
得
し
た
１

社
、
東
京
都
貨
物
輸
送
評
価
制

度
を
獲
得
し
た
38
社
（
新
規
取

得
は
１
社
）
を
顕
彰
。
各
者
に

規
定
の
慶
祝
金
と
報
奨
金
を
贈

呈
し
た
。

八
武
崎
支
部
長
が
「
『
２
０

２
４
年
問
題
』
は
目
前
。
相
変

し
た
。

表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
は
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
嶋
村

文
男
氏
（
島
村
運
輸
倉
庫
）
と

関
東
運
輸
局
長
表
彰
の
松
下
章

一
氏
（
松
下
運
送
）
を
は
じ

め
、
Ｇ
マ
ー
ク
（
安
全
性
優
良

事
業
所
認
定
）
を
取
得
し
た
１

２
３
社
（
新
規
取
得
は
８
社)



24
日
に
実
施
す
る
ほ
か
、
物
流

業
界
説
明
面
接
会
を
２
月
７
日

に
企
画
し
て
い
る
こ
と
を
周
知

【
東
京
】
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
江
戸
川
支
部
（
八
武
崎

秀
紀
支
部
長
）
は
12
月
７
日
、

合
同
理
事
会
と
表
彰
祝
賀
会
を

開
催
し
た
。
２
０
２
３
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
も
説
明

し
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
１
月

荷
主
し
か
デ
ポ
の
活
用
方
法
を

知
ら
な
い
の
が
実
情
。
輸
入
に

対
し
帰
り
荷
と
な
る
輸
出
の
物

量
が
少
な
い
の
も
課
題
。
Ｐ
Ｒ

対
策
な
ど
行
政
の
支
援
が
必
要

だ
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
「
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
へ
の
有
効
な
対
策
と
し

て
デ
ポ
の
公
共
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
る
」
と
訴
え
る
。
「
２
０

２
４
年
問
題
」
を
前
に
、
海
コ

ン
輸
送
業
界
で
も
様
々
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

合
、
運
賃
は
、
良
く
て
も
半
分

程
度
に
な
る
。
コ
ン
テ
ナ
の
破

損
状
態
や
船
社
の
違
い
、
型
式

な
ど
で
受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
」
と
指
摘
し
、

「
労
働
時
間
の
問
題
も
あ
る

が
、
現
状
で
は
内
陸
型
デ
ポ
へ

の
切
り
替
え
は
考
え
て
い
な

い
」
と
話
す
。

富
士
陸
送
の
山
本
氏
は
、
Ｃ

Ｒ
Ｕ
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
障

害
と
し
て
運
賃
問
題
と
は
別

に
、
制
度
や
仕
組
み
の
周
知
不

足
を
挙
げ
る
。
「
取
引
の
あ
る

Ｃ
Ｒ
Ｕ
や
中
継
輸
送
は
、
普

及
拡
大
に
向
け
た
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
存
在
す
る
。
海
コ
ン
輸
送

を
手
掛
け
る
運
送
事
業
者
か
ら

は
、
内
陸
型
拠
点
の
利
用
へ
の

警
戒
心
も
あ
る
。
北
関
東
と
都

内
の
２
拠
点
体
制
で
動
く
事
業

者
は
「
内
陸
型
デ
ポ
は
短
距
離

輸
送
で
運
賃
も
安
く
な
り
、
経

営
的
に
成
立
し
な
く
な
っ
て
し

ま
う
」
と
訴
え
る
。

「
運
賃
の
安
さ
を
補
う
に
は

量
が
必
要
。
北
関
東
の
内
陸
型

デ
ポ
で
の
搬
出
入
で
走
る
場

東
ト
協
の
山
﨑
正
専
務
も
同

行
。
意
見
交
換
会
を
前
に
、
女

性
部
の
メ
ン
バ
ー
は
８
月
に
宇

都
宮
市
―
芳
賀
町
で
開
業
し
た

次
世
代
型
路
面
電
車(

Ｌ
Ｒ
Ｔ)

を
視
察
し
た
。
（
園
川
萌
子
）

い
る
」
「
運
送
会
社
は
男
社
会

だ
が
、
経
営
者
は
女
性
で
も
活

躍
で
き
る
。
様
々
な
道
と
し
て

選
択
肢
を
出
す
こ
と
は
未
来
に

つ
な
が
る
の
で
挑
戦
し
て
み
て

は
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

者
問
題
が
残
る
」
と
い
っ
た
課

題
が
挙
が
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
「
ド
ラ
イ
バ

ー
確
保
の
た
め
に
求
人
広
告
を

出
す
よ
り
、
社
員
に
よ
る
紹
介

制
度
を
つ
く
り
効
果
を
上
げ
て

東
ト
協
女
性
部
の
活
動
を
紹

介
し
た
後
、
経
営
者
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
「
人
手
不
足
で
ド
ラ
イ
バ

ー
採
用
に
苦
労
し
て
い
る
」

「
息
子
が
お
ら
ず
会
社
の
後
継

ラ
ッ
ク
協
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女

性
協
議
会
も
設
立
。
栃
木
で
の

女
性
組
織
発
足
も
促
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
活
動
が
中
断
し
て
い
た
。

原
本
部
長
は
「
関
東
で
一
致

団
結
し
て
女
性
組
織
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
思
い
が
あ
る
。
実

り
あ
る
交
流
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
石
塚
会
長
は
「
意
見

交
換
を
通
じ
て
新
し
い
風
を
栃

木
に
吹
き
込
む
よ
う
ご
指
導
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

１
都
３
県
で
女
性
組
織
が
発
足

し
て
お
り
、
19
年
に
全
日
本
ト

東
ト
協
の
女
性
部
が
同
県
で

意
見
交
換
を
行
う
の
は
２
０
１

７
年
以
来
２
回
目
。
関
東
で

は
東
京
千
葉
茨
城
山
梨
の

女
性
経
営
者
と
栃
木
県
で
意
見

交
換
会
を
開
き
、
人
手
不
足
や

後
継
者
問
題
な
ど
の
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
栃
木
】
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
女
性
部
（
原
玲
子
本
部

長)

は
12
月
11
日
栃
木
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会(

石
塚
安
民
会
長)

の

意
気
込
む
。

吉
田
運
送
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
佐
野
Ｉ
Ｐ
で
は
開

設
し
た
翌
年
の
18
年
、
福
島
県

に
本
社
を
置
く
海
コ
ン
輸
送
事

業
者
が
事
務
所
を
設
置
し
た
。

東
北
－
東
京
港
の
中
継
基
地
と

し
て
ハ
ブ
ア
ン
ド
ス
ポ
ー
ク
ス

方
式
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
削
減
に

つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
今
後

は
、
輸
出
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ

ナ
を
確
保
し
、
Ｃ
Ｒ
Ｕ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
率
を
高
め
て
い
く
考
え

だ
。

東
北
方
面
と
い
う
海
コ
ン
の
流

れ
を
定
着
さ
せ
、
恒
久
的
な
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
確
立
し
た
い
と

短
縮
を
見
据
え
た
運
送
事
業
間

の
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
」
と
強

調
。
東
京
港
－
古
河
Ｉ
Ｃ
Ｄ
－

富
士
陸
送
は
、
現
在
は
主
要

荷
主
と
の
共
同
に
よ
る
ラ
ウ
ン

ド
ユ
ー
ス
が
メ
イ
ン
だ
が
、
今

後
、
24
年
問
題
対
策
と
し
て
近

隣
の
運
送
事
業
者
の
利
用
増
加

を
見
込
ん
で
お
り
、
Ｐ
Ｒ
を
強

化
し
て
い
く
方
針
だ
。

山
本
氏
は
「
北
関
東
か
ら
東

京
港
ま
で
空
コ
ン
テ
ナ
を
返
し

に
行
け
ば
、
待
機
時
間
も
含
め

て
労
働
時
間
が
長
く
な
る
。
近

隣
の
多
く
の
運
送
事
業
者
に
イ

ン
ラ
ン
ド
デ
ポ
の
メ
リ
ッ
ト
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
気
軽
に

利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

青
伸
産
業
運
輸
で
は
Ｃ
Ｒ
Ｕ

か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
古
河
Ｉ

Ｃ
Ｄ
を
軸
に
、
東
京
港
か
ら
東

北
方
面
へ
の
中
継
輸
送
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
梅
田
一
也
専
務

は
「
同
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
、
労
働
時
間

平
方
㍍
の
コ
ン
テ
ナ
置
き
場
を

設
け
て
い
る
。
同
社
で
は
複
数

の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
を
構
え
て

お
り
、
こ
の
古
河
Ｉ
Ｃ
Ｄ
と
瑞

穂
イ
ン
ラ
ン
ド
デ
ポ
（
東
京
都

瑞
穂
町
）
で
、
年
間
８
千
個
程

度
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
し
て

い
る
。

進
出
に
合
わ
せ
、
12
年
５
月
に

古
河
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（
茨
城
県
古
河

市
）
を
開
設
し
た
。
ト
ッ
プ
リ

フ
タ
ー
、
リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー

な
ど
の
荷
役
用
機
械
の
ほ
か
、

バ
ン
ニ
ン
グ
場
５
レ
ー
ン
、
船

社
と
契
約
し
た
内
陸
型
コ
ン
テ

ナ
デ
ポ
と
し
て
２
万
１
２
０
０

要
請
が
き
っ
か
け
。
山
本
社
長

は
「
当
時
か
ら
24
年
問
題
は
指

摘
さ
れ
、
今
後
を
見
据
え
て
立

ち
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
」
と
経

緯
を
語
る
。

一
方
、
青
伸
産
業
運
輸
（
梅

田
順
一
社
長
、
東
京
都
青
梅

市
）
は
荷
主
工
場
の
茨
城
県
内

る
」
と
話
す
。

富
士
陸
送
（
山
本
由
起
子
社

長
東
京
都
大
田
区)

も
20
年
７

月
に
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

に
内
陸
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）
を
開
設
し
た
。
コ
ン
テ
ナ

収
容
能
力
は
20
㌳
コ
ン
テ
ナ
３

８
４
個
で
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー


リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
用
電
源

設
備
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー

ト
な
ど
を
備
え
る
。
23
年
秋
ご

ろ
か
ら
コ
ン
テ
ナ
の
回
転
率
が

高
ま
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｄ
開
設
は
ラ
ウ
ン
ド
ユ

ー
ス
を
推
奨
す
る
主
要
荷
主
の

吉
田
運
送
（
吉
田
孝
美
社

長
、
茨
城
県
坂
東
市
）
は
Ｃ
Ｒ

Ｕ
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。
本

社
敷
地
に
40
㌳
コ
ン
テ
ナ
７
０

０
個
の
収
容
能
力
を
持
つ
坂
東

イ
ン
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド

（
Ｉ
Ｃ
Ｙ
）
を
設
け
、
指
定
管

理
者
と
し
て
佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
（
Ｉ
Ｐ
、
栃
木
県
佐
野

市
）
を
運
営
。
佐
野
Ｉ
Ｐ
は
２

０
１
７
年
に
稼
働
、
翌
年
に
は

坂
東
Ｉ
Ｃ
Ｙ
に
も
リ
ー
チ
ス
タ

ッ
カ
ー
を
導
入
し
て
お
り
、
吉

田
社
長
は
「
現
在
、
年
間
８
千

個
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

巣
雄
一
支
局
長
、
中
之
条
労
働

基
準
監
督
署
の
萩
原
秀
樹
署
長

ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

滝
沢
物
流
の
滝
沢
裕
気
氏
が

「
交
通
事
故
・
労
働
災
害
の
限

り
な
い
減
少
を
達
成
す
る
た
め

吾
妻
支
部
の
総
力
を
結
集
し
努

力
を
重
ね
る
」
と
大
会
決
議
を

読
み
上
げ
、
健
康
起
因
事
故
防

止
に
向
け
た
自
己
管
理
の
徹
底

な
ど
を
採
択
し
た
。

第
２
部
で
は
吾
妻
警
察
署
の

並
木
隆
交
通
課
長
に
よ
る
安
全

講
話
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
島

運
輸
の
大
島
拓
也
氏
が
「
安
全

確
保
ち
ょ
こ
っ
と
報
告
」
と
題

し
て
、
ド
ラ
ム
グ
リ
ッ
パ
ー
の

運
用
・
導
入
効
果
や
パ
レ
ッ
ト

共
通
化
に
つ
い
て
報
告
。
段
差

解
消
に
よ
り
作
業
効
率
と
安
全

性
が
上
が
り
負
担
軽
減
に
つ
な

が
っ
た
と
話
し
た
。

（
ダ
シ
ル
バ
・
サ
ミ
ー
）

読
。
「
一
瞬
の
油
断
と
気
の
緩

み
で
大
惨
事
に
な
る
。
今
日
は

改
め
て
事
故
に
つ
い
て
し
っ
か

り
考
え
た
い
」
と
話
し
た
。

本
部
の
武
井
宏
会
長
は
「
安

原
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
交
通

事
故
防
止
の
原
点
が
あ
り
、
重

要
な
こ
と
が
詰
ま
っ
て
い
る
」

と
強
調
し
、
「
安
全
第
一
を
基

軸
に
安
全
輸
送
・
安
全
運
行
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
群
馬
運
輸
支
局
の
鷲

【
群
馬
】
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
吾
妻
支
部
（
安
原
賢
一

支
部
長
）
は
12
月
６
日
、
交
通

・
労
災
事
故
防
止
大
会
を
開

き
、
優
良
運
転
者
（
銅
賞
）
13

人
を
表
彰
し
た
。
ま
た
、
飲
酒

運
転
・
過
労
運
転
の
根
絶
、
横

断
歩
道
で
の
一
時
停
止
、
歩
行

者
優
先
な
ど
を
誓
っ
た
。

安
原
支
部
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
加

害
者
遺
族
が
警
察
署
長
宛
て
に

残
し
た
「
日
高
の
遺
書
」
を
朗

明
る
く
し
、
人
を
笑
顔
に
す

る
。
明
る
い
職
場
づ
く
り
の
気

付
き
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

（
園
川
萌
子
）

と
交
流
を
目
的
に
、
女
性
の
視

点
を
協
会
活
動
に
反
映
し
よ
う

と
２
０
１
８
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
開
催
に
先
立
ち
、
石
塚

安
民
会
長
は
「
草
花
は
部
屋
を

宇
都
宮
市
の
生
花
店
か
ら
講

師
を
招
い
て
自
然
の
素
材
を
使

っ
た
リ
ー
ス
の
作
り
方
を
伝
え

た
。
参
加
者
は
モ
ミ
や
ス

ギ
、
ヒ
バ
と
い
っ
た
針
葉

樹
の
葉
を
土
台
と
な
る
円

形
の
つ
る
に
ワ
イ
ヤ
ー
で

巻
き
付
け
て
成
型
し
、
松

か
さ
や
コ
ッ
ト
ン
、
リ
ボ

ン
で
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ

ン
に
飾
り
付
け
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
女
性
経
営

者
・
管
理
者
の
資
質
向
上

る
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を

通
じ
て
、
参
加
者
同
士
が
交
流

を
深
め
た
。

者
・
管
理
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
職
場
を
明
る
く
彩

【
栃
木
】
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
12
月
11
日
、
女
性
経
営

内陸型ＣＲＵ内陸型ＣＲＵ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
が
始
ま
る

の
を
前
に
、
東
京
港
を
使
う
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
輸
送
す
る
運

送
事
業
者
の
間
で
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
（
Ｃ
Ｒ
Ｕ
）

の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
以
前
か
ら
あ
る
仕
組

み
だ
が
、
東
京
港
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｃ
Ｔ
）
前
の

長
時
間
待
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
力
を
入
れ
始
め
た
事
業
者

も
多
い
。
内
陸
拠
点
に
よ
り
輸
送
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
運
賃

低
下
へ
の
懸
念
の
声
が
あ
る
一
方
、
東
京
港
－
東
北
方
面
の

長
距
離
輸
送
に
対
応
し
た
仕
組
み
を
提
案
す
る
事
業
者
も
い

る
。
Ｃ
Ｒ
Ｕ
を
巡
る
現
状
と
課
題
を
探
っ
た
。

（
佐
々
木
健
、
谷
本
博
、
吉
田
英
行
）

―

東
京
港
―

東
北
方
面

定
着
へ

短
距
離
化
で
運
賃
低
下
懸
念

川崎北部市場運送サービス川崎北部市場運送サービス

ル
ー
ト
管
理

シ
ス
テ
ム｢

回
収
忘
れ｣

即
時
検
知

東
ト
協
女
性
部
＆
栃
ト
協

栃
木
で
意
見
交
換
会

人
手
不
足
や
後
継
者
問
題

「
関
東
で
一
致
団
結
し
て
女

性
組
織
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
」
と
東
ト
協
女
性
部
の
原

本
部
長

栃ト協

女
性
経
営
者･

管
理
者
セ
ミ
ナ
ー

リ
ー
ス
作
り
で
交
流

２
万
１
２
０

０
平
方
㍍
の

コ
ン
テ
ナ
置

き
場
を
持
つ

青
伸
産
業
運

輸
の
古
河
Ｉ

Ｃ
Ｄ

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
収
集
ル
ー
ト
や
収

集
場
所
を
確
認
す
る

営
業
開
発
の
沖
島
氏

㊧
と
乗
務
員

リ
ー
ス
作
り
で
交
流
を

深
め
る

／／

群
ト
協
吾
妻
支
部
／

事
故
防
止
大
会

優
良
運
転
者
13
人
表
彰

労
災
防
止
へ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
講
習

陸
災
防
埼
玉
支
部

３
月
ま
で
実
施

東
ト
協
江
戸
川
支
部

業
界
説
明
会
を
来
月
開
催

国
交
大
臣
表
彰

嶋
村
氏
ら
顕
彰

企
業
や
横
浜
市
瀬
谷
土
木
事

務
所
も
協
力
。
横
浜
環
境
保

全
は
、
市
内
で
排
出
さ
れ
た

生
ご
み
を
自
社
プ
ラ
ン
ト
で

堆
肥
化
し
た
「
ハ
マ
の
あ
り

が
堆
肥
」
を
無
償
提
供
し
、

社
員
７
人
が
児
童
・
生
徒
と

と
も
に
道
路
沿
い
に
パ
ン
ジ

ー
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
花
を

植
え
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

た
横
浜
環
境
保
全
の
荒
川
義

則
・
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
「
瀬
谷
は
２
０
２
７
年
国

際
園
芸
博
覧
会
の
会
場
予
定

地
。
そ
の
ゲ
ー
ト
ロ
ー
ド
と

な
る
海
軍
道
路
が
花
い
っ
ぱ

い
と
な
っ
て
世
界
の
人
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

（
吉
田
英
行
）

参
加
し
た
。
エ
コ
堆
肥

た

い

ひ

を
無

償
提
供
す
る
と
と
も
に
社
員

が
植
栽
活
動
に
も
加
わ
っ

た
。同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２

０
２
３
年
３
月
に
県
立
横
浜

瀬
谷
高
校
に
統
合
さ
れ
た
旧

瀬
谷
西
高
校
が
始

め
た
活
動
で
、
同

区
内
の
海
軍
道
路

沿
い
１
・
５
㌔
の

歩
道
に
花
を
植
え

る
も
の
。
今
回
は

横
浜
瀬
谷
高
の
生

徒
、
瀬
谷
西
高
Ｏ

Ｂ
、
上
瀬
谷
小
学

校
の
児
童
、
地
域

住
民
ら
２
０
０
人

が
参
加
し
た
。

農
家
が
花
を
提

供
し
た
ほ
か
地
元

【
神
奈
川
】
横
浜
環
境
保

全
（
髙
橋
義
和
社
長
、
横
浜

市
中
区
）
は
12
月
10
日
、
瀬

谷
区
の
通
称
「
海
軍
道
路
」

沿
い
に
花
を
植
え
る
地
元
高

校
生
ら
の
活
動
「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

横
浜
環
境
保
全

植栽活動に参加

エコ堆肥を提供

児
童
・
生
徒
と
と
も
に
海

軍
道
路
沿
い
に
パ
ン
ジ
ー

な
ど
を
植
栽

（
面
担

明
石
衛
）
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